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令和５年度 墨田区立東吾嬬小学校 経営報告書 
 

                                  校長名   齊藤 伸治    

学 校 目 標 学
まな

び 友
ゆう

 遊
ゆう

 

目指す学校像 

〇子どもたちが夢や目標をもち、仲間と力を合わせる学校 

〇保護者に信頼される学校 

〇地域とともにある学校 

〇教職員が生き生きと働く学校 

目指す子供像 

〇学びが好き･････自分で考え、行動できる子 

〇友だちが好き･･･思いやりがあり、人の気持ちが分かる子 

〇遊びが好き･････明るく元気で素直な子 

学校経営方針「夢をかなえる力」についての学年別児童の姿 

    １年生・・・自分の良さに気付ける児童 

    ２年生・・・自分の良さを伸ばせる児童 

    ３年生・・・友だちの良さを認め合える児童 

    ４年生・・・友だちと互いに支え合い、高め合える児童 

    ５年生・・・身近な目標をもち、進んで取り組めるサブ・リーダー 

    ６年生・・・将来の夢をもち、進んで挑戦できるトップ・リーダー 

目指す教師像 

〇心身ともに健康で、児童・保護者・地域・職員とコミュニケーションをとり、職務に 

 取り組む教師 

〇専門性や指導力を高め、熱意や使命感をもって子どもや保護者、地域に向き合う教師 

 

《説明》 

１ 各指標の  数．●●％ は、４「指標を達成」を最高に３，２，１までの４段階で達成状況を表示 

 ２ 学校関係者評価は、取組指標・成果指標に関する４段階評価の平均値を基に A～D の４段階で表示 

項

目 取組目標 具体的方策 
取組指標 

(教員評価) 

成果指標 

(保護者評価等)  

各 

教 

科 

指 

導 

等 

〇確かな学力を育て

るための、分かりやす

い授業を実施する。 

① タブレット端末

を活用し各児童

の状況に応じた

個別学習に取り

組ませる。 

② 話合い活動等の

協働的な学習に

より、対話的で深

い学びに取り組

ませる。 

① ICTと GIGAの各担

当を中心にタブレ

ット端末を活用し

た効果的な個別学

習について校内研

修を年６回実施す

る。 

② 教務主任を中心

に、児童の理解を

深める協働的な学

びについて校内研

修を３回実施す

る。 

① 教員評価で「研修

によりタブレット

端末を活用した効

果的な個別学習を

指導できた。」等の

肯定的な回答が 

 

４.  100％  
 

② 教員評価で「研修

により児童の理解

を深める協働的な

学習を指導でき

た。」等の肯定的な

回答が 

 

４．  93％  
 

 

① 保護者評価で、「基

礎・基本が定着し

てきた」「主体的に

学びに向かうよう

になってきた」「タ

ブレット端末を使

った学習が定着し

てきた」の肯定的

回答が 

 

４． 88％  
 

② 区学習状況調査の

項目「思考力・判

断力・表現力」で、

目標値より 

 

３.±０～５未満 

 

 

①  

 

 

 

 

 

 

 

 

②  

 

 

 

 

 

 

 

A 

A 

学校関係者 
評価 
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〇特別な支援を必要

とする子に対して

の、組織的な支援等

を行う。 

① 指導方針を校内

で共有し、全校体

制で取り組む。 

② 学習支援員やス

クールカウンセ

ラーとの連携を

計画的に実施す

る。 

① 毎月の特別支援教

育校内委員会で指

導方針と指導内

容、指導体制を検

討し、結果を職員

会議等で共有し、

特別支援コーディ

ネーターを中心に

実践する。 

 

② 毎週、特別支援コ

ーディネーターと

スクールカウンセ

ラー、学習支援員、

特別支援教室「ま

なび」巡回指導員

等との協議会で指

導方針等を共有

し、連携する。 

① 教員評価で「指

導方針を校内で

共有し、全校体制

で取り組むこと

ができた。」等の

肯定的な回答が 

 

４． 100％  
 

②教員評価で「学習支

援員やスクールカ

ウンセラーとの連

携を計画的に実施

できた。」等の肯定

的な回答が 

 

４． 100％  
 

※特別支援教育の個別

内容は公開になじまな

い為、成果指標ではな

く取組指標についての

学校関係者評価を右に

表示しています。 

 

①  

 

 

 

 

 

 

 

 

②  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇社会的自立に向け

た進路指導・キャリ

ア教育・相談活動等

に取り組む。 

① 学級の係活動や

学校の委員会活

動等で様々な役

割で長所を発揮

させ、長所を活か

せる職業等につ

いて考えさせる。 

② 学校全体で児童

等 の 状 況 を 理

解・共有し、適切

な教職員が相談

を実施する。 

① 学校経営方針「夢

をかなえる力」に

基づく学年別理想

の姿について、学

年指導計画に沿っ

て長所の発揮と職

業等の考察を指導

する。 

② 定期または臨時の

生活指導部会、い

じめ・不登校対応

校内委員会等にお

いて、児童等の状

況を踏まえてふさ

わしい教職員を決

め、教育相談を実

施し、状況の改善

等を図る。 

① 教員評価で「各学

年別理想の姿につ

いての指導を計画

的に実施できた。」

等の肯定的な回答

が 

 

４． 93％  
 

② 教員評価で「ふさ

わしい教職員によ

る教育相談を適切

なタイミングで実

施し、状況の改善

を図ることができ

た。」等の肯定的な

回答が 

 

３． 87％  
 

① 各種調査で、自己

肯定感や自尊感

情、将来の目標等 

に関する肯定的回

答が 

 

４．91％  
 

② 各種調査で、児童

の教育相談に関す

る設問の肯定的回

答が 

 

４．93％ 
 

 

①  

 

 

 

 

 

 

 

 

②  

 

 

 

 

 

 

 

〇教員の指導力・授業

力の向上のための、

組織的な取組等を

行う。 

① 理科で「自然に親

しみ、主体的に問

題を解決する児

童の育成」をテー

マに研究発表を

行う。 

② 指導教諭の模範

授業を全教員が

参観し、校内で伝

達講習を実施す

ることにより、教

員の授業力の向

① 年間１３回の校内

研修会を実施し、

１月 26 日に研究

発表会を開催する

ことにより、日常

の授業での工夫に

ついて区全体に周

知する。 

② 年間１４回の模範

授業参観とその伝

達講習会を実施

し、学校全体の指

導力・授業力の向

上を図る。 

① 教員評価で「理科

の校内研究によ

り、授業力が向上

した。」等の肯定的

な回答が 

 

４．100％  
 

② 教員評価で「模範

授業の伝達講習を

受け、授業力が向

上した。」等の肯定

的な回答が 

 

２． 79％  
 

① 区学習状況調査

で、国語・算数は

各項目で目標値＋

７ポイント以上、

理科・社会は＋３

ポイント以上。 

 

４．国算＋7.1  

３．理社－0.2  
 

② 保護者評価で、学

習に関する全項目

の肯定的回答が 

 

４． 86％  

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

A 

A 

A 
 

A 
 

A 
 

A 
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上を図る。   

生 

活 

指 

導 

等 

〇いじめ、不登校等の

予防や解決に向け

た組織的な取組等

を行う。 

① 心の問題やいじ

め等の前兆を早

い段階で把握し、

校内委員会で解

決までのスケジ

ュールを立て、役

割分担を行って

組織的に実行す

る。 

② いじめ防止授業

等により、いじめ

をしない・させな

い・許さない態度

を育成する。 

① 毎日の主幹会で気

になる児童の情報

を吸い上げ、組織

的な対応方針を決

定する。次に、校

内員会を事態把握

当日に開催し、教

職員・スクールカ

ウンセラー、関係

諸機関、保護者等

との役割分担を決

め、組織的に改

善・解決に向けて

実行する。 

② いじめ防止授業を

年３回、関連する

道徳の授業等を年

間計画に基づいて

計画的に実施す

る。 

① 教員評価で「いじ

めや不登校等の課

題に主幹会及び校

内委員会の方針・

決定に基づいて速

やかに対応でき

た。」等の肯定的な

回答が 

 

４．100％  
 

② いじめ防止授業や

道徳の授業等を計

画通りに実施でき

た割合が 

 

４．100％ 

 

① 保護者評価で、い

じめや不登校等の

学校対応に関する

設問の肯定的回答

が 

 

２． 67％  
 

 

 

 

② 保護者評価で、い

じめ防止授業や道

徳の授業等への肯

定的回答が 

 

４． 86％ 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

〇基本的な生活・社会

習慣、人間関係づく

りのための心の教

育等に取り組む。 

① 「挨拶運動」と

「生活リズムチ

ェック」等によ

り、基本的生活習

慣の徹底を図る。 

② 「特別の教科・道

徳」を中心により

よい人間関係を

つくろうとする

態度と実践力を

向上させる。 

① 年２回（６月・１

１月）の児童挨拶

マイスターによる

「挨拶運動」、年３

回の保護者との連

携による「生活リ

ズムチェック」、を

中心に、年間を通

じて基本的生活習

慣の徹底を図る。 

② 道徳の内容項目

「Ｂ主として人と

の関わりに関する

こと」の授業を年

９回程度行い、学

級活動や学校行事

等での指導と効果

的に組合せ、年間

を通じてよりよい

人間関係づくりを

進める。 

① 教員評価で「挨拶

運動や生活リズム

チェックを中心に

基本的生活習慣の

徹底を図ることが

できた。」等の肯定

的な回答が 

 

４．100％ 

 

② 教員評価で「特別

の教科 道徳」の授

業を計画通りに実

施し、よりよい人

間関係づくりを進

めることができ

た。」等の肯定的な

回答が 

 

４． 93％ 

 

① 保護者評価で、基

本的な生活習慣に

関する設問の肯定

的回答が 

 

４． 93％ 

 

 

 

 

② 保護者評価で、「友

だちが好き、思い

やりがあり人の気

持ちが分かる」等

に関する設問の肯

定的回答が 

 

４． 90％ 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

〇危機回避能力の育

成や子どもの安全

を確保するための

取組等を行う。 

① 交通事故等の日

常の危険から大

地震などの自然

災害まで、被害の

未然防止や減災

行動について児

童の実行力を高

める。 

② 保護者・地域にも

児童の安全確保

について情報共

有と役割分担を

依頼し、学校・保

① 毎月の安全指導・

避難訓練を計画的

に実施し、交通事

故や火災等の身近

な事故や災害、地

震・台風等の自然

災害について、事

故・被害の未然防

止や減災について

指導する。 

② 保護者には、年３

回の保護者会、年

２回の個人面談等

の機会並びに学校

便り等の手段によ

り、安全確保の理

解と協力を依頼す

① 教員評価で「安全

指導・避難訓練を

計画的に実施でき

た。」等の肯定的な

回答が 

 

４． 93％ 

 

② 教員評価で「保護

者会や学校運営連

絡協議会等の機会

に、子どもの安全

確保について理解

と協力を依頼する

ことができた。」等

の肯定的な回答が 

 

① 児童評価で、「学校

や身近な地域で事

故に遭わないよう

に注意している」

や「災害の際、自

分がすべきことを

分かっている」等

の肯定的回答が 

 

４． 95％ 

 

② 保護者評価で、児

童の安全確保に関す

る学校対応や保護者

対応について肯定的

回答が 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 
 

A 
 

A 
 

A 
 

A 
 

A 
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護者・地域が一体

となって学校と

学区域の安全を

確保する。 

る。PTA・地域には、

毎月の PTA 役員会

や年３回の学校運

営連絡協議会等の

機会に依頼する。 

３． 86％ 

 

４． 93％ 

 

学 

校 

の 

管 

理 

運 

営 

〇経営方針に基づい

た、組織的な教育活

動・学校運営等を行

う。 

① 自己申告面接に

おいて各教職員

に職層に応じた

職務目標を考え

させ、主体的に学

校経営方針の実

現に貢献させる。 

② 職務の効率化等

を図り、教職員が

教材を研究する

時間や児童に寄

り添う時間を十

分に確保する一

方で時間外労働

を縮減し、教職員

のライフワーク

バランスを向上

させる。 

① 年３回の自己申告

面接、随時の面談

等の機会に、管理

職層から教員に職

務内容を確認し、

指導・助言を行う。 

② 毎月末に教職員の

１ヶ月の勤務状況

を確認し、勤務時

間に関して悩み等

のある教職員に対

して管理職層が相

談にのり、改善策

を指導・助言する。 

① 教員評価で「管理

職層からの指導・

助言を受け、職層

に応じた役割につ

いて理解し、実行

することができ

た。」等の肯定的な

回答が 

 

４． 93％ 

 

② 教員評価で「職務

への取り組み方や

勤務時間のコント

ロールについて、

管理職層から的確

な指導・助言を受

けることができ

た。」等の肯定的な

回答が 

 

３． 87％ 

 

① 教員評価で、「学校

経営方針に基づい

た組織的な教育活

動への貢献」に関

する肯定的回答が 

 

４． 91％ 

 

 

 

 

② 教員評価で、ライ

フワークバランス

に関する設問への

肯定的回答が 

 

３． 84％ 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

〇子どもの実態に合

わせた教育目標設

定及び学校評価等

を適切に行う。 

① 区学習状況調査

等により児童の

学習状況の実態

を把握して授業

改善プランを作

成・実行し、その

成果を学校評価

で検証する。 

② 区調査 i-check

や体力テスト等

により児童の心

身の実態を把握

して改善策や向

上 プ ラ ン を 作

成・実行し、その

成果を学校評価

で検証する。 

① ６月の区調査結果

を受け、７～８月

に授業改善プラン

を策定、９月から

授業改善を進め

る。改善状況を毎

月の授業観察や小

テスト等の定着度

測定等に基づいて

把握し、課題につ

いては改善策を立

てて実行する。 

② 前期の i-check

や体力テスト等の

結果を受け、７～

８月に体力向上プ

ランや生活指導改

善策を策定、９月

から指導・対応を

進める。改善状況

を毎月の生活指導

部会や体力向上委

員会で把握し、課

題については改善

策を立てて実行す

る。 

① 教員評価で「授業

改善プランで児童

の実態に合わせた

目標を設定し、授

業を改善できた。」

等の肯定的な回答

が 

 

４． 100％ 

 

② 教員評価で「体力

向上プラン等で児

童の実態に合わせ

た目標を設定し、

心や体力の向上・

改善を図ることが

できた。」等の肯定

的な回答が 

 

３． 86％ 

 

① 保護者評価で、授

業改善に関する設

問への肯定的回答

が 

 

４． 87％ 

 

 

 

 

② 保護者評価で、心

の教育や体力向上

に関する設問への

肯定的回答が 

 

４． 89％ 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

A 
 

A 
 

A 
 

A 
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〇適切な教育活動が

行える教育環境・設

備等を整える。 

○1  GIGAスクールのた

めの物品・ソフト等を

充実させ、学校でも家

庭でも、児童がタブレ

ット端末等を活用で

きるデジタル環境を

整える。 

① ４月に予算を立

て、年間指導計画

に基づいて購入、

導入、活用を図る。 

① 教員評価で「GIGA

スクール構想のた

めの物品・ソフト

等を計画的に導入

し、活用できた。」

等の肯定的な回答

が 

 

３． 80％ 

 

① 保護者評価で、タ

ブレット端末活用

のための環境・設

備についての肯定

的回答が 

 

４． 82％ 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家

庭 

・ 

地 

域 

連 

携 

〇教育方針や日常の

教育活動の様子など

を工夫して分かりや

すく伝える取組等を

行う。 

① 土曜授業、学校公

開、体育学習発表

会等を公開し、学

校の理解促進を

図る。 

② 保護者アンケー

トで他項目に比

較して理解度が

低い道徳に関し

て、道徳授業地区

公開講座や学校

便り道徳号等の

工夫により理解

度の向上を図る。 

① 年 11 回の土曜授

業、２回の学校公

開、10月の体育学

習発表会等の機会

に保護者・地域を

招き、教育活動の

理解促進を図る。 

 

② ５月の道徳授業地

区公開講座、９月

からの学校便り道

徳号（３回）、土曜

授業での道徳の授

業等を実施する。 

○1  教員評価で「年間計

画に基づいて公開

を実施できた。」等

の肯定的な回答が 

 

４．100％ 

 

 

○2  教員評価で「道徳に

関して保護者等の

理解を深める対策

を実施することが

できた。」等の肯定

的な回答が 

 

２． 79％ 

 

① 保護者評価で学校

からの情報提供や

公開に関する設問

への肯定的回答が 

 

４． 88％ 

 

 

② 保護者評価で道徳

の理解に関する設

問への肯定的回答

が、 

 

４． 86％ 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

保護者や地域の理

解や協力を得た教育

活動を行う。 

① タブレット端末

による家庭学習

について、保護者

との連携をいっ

そう充実させる。 

② 学校運営連絡協

議・PTAとの連携

により、地域の人

材や教育資源を

活かした教育活

動を行う。 

① 毎日、児童にタブ

レット端末を使う

家庭学習課題に取

り組ませるととも

に、保護者に学習

の支援を依頼す

る。 

② ６年生の学校ハロ

ーワークに地域の

方を講師として招

き、職業講話をし

て頂く等の学習活

動を、学校運営連

絡協議会・PTA と

の連携により実施

する。 

①教員評価で「保護者

との連携で、タブレ

ット端末を活用した

効果的な家庭学習に

取り組ませることが

できた。」等の肯定的

な回答が 

 

４．100％ 

 

② 教員評価で「学校

運営連絡協議会や

PTA との連携によ

り、地域の人材や

教育資源を活かし

た教育活動を行う

ことができた。」等

の肯定的な回答が 

 

４． 93％ 

 

① 保護者評価で、

GIGAスクール構想

に関する設問への

肯定的回答が 

 

４． 82％ 

 

 

 

 

② 保護者評価で、保

護者や地域との連

携に関する設問へ

の肯定的回答が、 

 

４． 84％ 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 
 

A 

 
 

A 
 

A 
 

A 
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学校運営連絡協議会委員による意見等 

 

 

 

 

 

学校運営連絡協議会委員の皆様には、今年度も学校の教育活動に対し建設的な御意見を提案していた

だきました。保護者の皆様にも、保護者アンケートで 95.3％の高い回答率で御提案等をいただきました。

ここに深く感謝申し上げます。 

〈１ 学校関係者評価〉 

  学校運営連絡協議会委員の皆様から、大項目４つ［各教科等指導］、［生活指導等］、［学校の管理運営］ 

［家庭・地域連携］ともに概ね高い評価をいただきました。 

［各教科等指導］では、タブレット端末を活用した学習指導や学力定着の取組、地域の皆様をゲスト 

講師に招いてのキャリア教育、主任養護教諭やスクールカウンセラー、専門機関等との連携による組織 

的な教育相談に特に高い評価をいただきました。また、墨田区研究協力校として、２年間の理科・生活 

科の研究に取り組んだことに対して、「長年の課題だった理科に向き合ってくれた。」等のお言葉をいた 

だき、１月の研究発表会での成果に繋がりました。 

 ［生活指導等］では、挨拶運動等による基本的な生活習慣の徹底やよりよい人間関係をつくるための 

取組について特に高い評価をいただきました。一方、いじめや不登校については、より保護者や地域の 

理解を深めることを課題として御指摘いただきました。 

［学校の管理運営］では、学校経営方針「夢をかなえる力をはぐくむ東吾嬬小学校」への組織的取組 

や授業力向上への全校体制での取組、児童の心身の状況を踏まえた心の育成や体力向上の取組について 

特に高い評価をいただきました。一方、教職員のライフワークバランスの推進については、引き続き取り 

組むように御指摘いただきました。 

 ［家庭・地域連携］では、学校からの保護者・地域への情報提供や学校公開、タブレット端末を活用 

した学習指導、保護者・地域との連携に特に高い評価をいただきました。一方、保護者の道徳教育に関 

する理解については、さらに促進するように御指摘をいただきました。 

 

〈２ 保護者アンケート〉 

  ［学校生活全般］［環境整備安全安心］では、全項目で 90％以上の肯定的評価をいただきました。 

 「児童は、楽しく学校に通い、充実した生活を送っている。」「児童は、集団生活に必要な決まりを守り、 

友達と仲良く過ごしている。」は 95％、「学校は、児童の安全や健康に十分配慮して教育活動を行って 

いる。」は 92％、「学校は校舎内外をきれいに清掃し、気持ちのよい教育環境を整えている。」は 96％ 

でした。一方、子ども達の学習の主体性については 79％、学校のいじめ・不登校への取組の積極性に 

ついては、67％の肯定的評価をいただきました。 

  高い評価をいただいた取組も、保護者・地域の皆様の御理解と御協力があってこそ、学校の努力が 

成果となって表れたものと考えております。やや低い結果となりました取組につきましては、個別の 

 内容が公開になじまない特別支援教育や生活指導等については、個人情報保護を第一としながら、地域 

や保護者の方々が学校の取組を理解できるように引き続き努めて参ります。すべてのアンケート結果を、 

教育活動をさらに充実・発展させるための貴重な御意見と受け止め、教職員一同で来年度の学校教育に 

活かして参ります。  


